
果らくメカいつばいの1決適ゆつたリベビ■カ
ー

MC-539



コンビの赤ちゃん工学より生まれた、
Xシェル構造体のベビーカーは、赤ちゃんの体の特徴、発育状況を、心身両

面より研究し、開発されたものです。赤ちゃんの居住性。安全性はもとより、お使いになるお母さんにとっての操

作のしやすさ、日常生活での便利性を、最新の感覚で十分配慮いたしました。赤ちゃんのすこやかな成長とともに、

ながくご愛用いただきますよう、お願い申しあげます。

(※彰尻化唇〒釜鼻済ち富穫:唇濯≧亀衡誘梁t彰王i璽晶尻曾邑窪飛基暑孫告注奄客5智むた/】
大で一体化した新構造です。

)

1)居 住性は ?

●メルンシリーズはクッション性の良い綿をたっwSRり

使用して赤ちゃんにソフ トな座 りごこちです。

●4段階リクライエングで、ベッドに寝た姿勢が保て、

2ヵ 月の赤ちゃんにも安心です。

2)1央 適性 は ?

●ハンドルの方向切り替えで、お母さんの顔を見たり、

外の風景を見たりできます。

●シー トは、簡単に取りはずせ水洗いできるため、い

つも清潔な状態で使用できます。

●足カバーは冷たい風や寒さから赤ちゃんをやさしく

ガー ドします。(MG-539のみ。MF-439は オプション)

。赤ちゃんの体形に合わせた3点式シートベルトバッ

クルです。

3)安 全性は?

●コンビ独自の振動吸収機構と大型車輪で、悪路でも、

小さな赤ちゃんへの影響を極力少なくしました。

●外部からの突然の衝撃や振動は、大型のセーフティ

ガー ドやシー トと日除け(幌)で、 し っかリガー ドし

ます。

●ス トッパーは確実性の高いダブル回ック方式を採用

しました。

●シー トベル トは、赤ちゃんの成長に合わせて調整で

きるので、赤ちゃんを優 しく、しっかリホール ドし

ます。

1)操 作法は?

●ベビーカーの開閉、ハンドルの方向切り替えが、ワ

ンタッチでできる手元操作レバーが付 いています。

しかも指を離すと、レバーが自動的に回ックされる

安心設計です。

●リクライエングは片手操作。赤ちゃんを抱いたまま

操作ができます。

●ハンドルの高さを身長に合わせて調整できます。

(MG-539の み)

2)移 動には?

●MG-539は 4輪 キャスター機構の車輪により、方向転

換がスムーズにできます。MF-439は 4WSシ ステムの

車輪により、対面時はスイングホイールで、背画時

は前輪キャスターでスムーズに押すことができます。

3)お 買い物は?

●ジャンボサイズの買い物カゴで従来のお買い物の不

便さを解消しました。また買い物カゴを使用しない

ときは、コンパクトに収納できます。

●お買い物を入れたまま、買い物カゴを取りはずし持

ち運びができます。

●座面の下に、足のせ兼用の小物入れが付いています。

(MG-539のみ)

4)収 納性は?

●コンパク トに折りたため、自立 しますので収納場所

をとりません。

5)お 洗濯は?

●シートは簡単にはずせ、洗濯機で丸洗いができます。

またアームレストカバー、日除け(幌)も簡単にはず

して洗えますので、汚れたとき大変便利です。
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●操作方法のイラストは、MF口 439を モデルと灰 説明灰 いま軌

※開梱後、日除け(幌)(8ベージ参照)と買い物カゴ(7ペ
ージ参照)・アームレストカパ

ー(4ページ参照)を取り付けてください。

※手元のレバーは指をレバーから離すと自動的にロックされる安b設 計です。

手元のホワイトの折りたたみレバーを

①押し込み、②引き上げてください。

次に、ハンドルを真上に持ち上げるようにしま

すと、自然に組み立てられます。(ひらきはじめ

たら折りたたみレバーから指を離してください。

組み立てと同時に自動でロックされます。)

ご・,主。23 走行中は、手元のレバーを引き上げないようにレバ
ーから指を離してください。

誤操作の原因となります。

②引きあげる



赤ちゃんの首のすわる (3～ 4ヵ月頃)ま ではフルリク

ライエングにしてお使いください。

〔育を倒すとき〕
背部中央のリクライエングレパ

ーを指先で握り、そのま

ま背を行」してください。17げまで倒れます。中間位置で

止めたい場合はリクライエングレバーから指をはなせば

自動的に中間位置で固定されます。

(首を立てるとき〕
リクライエングレバーを指先で握り、そのまま背を起こ

してください。

ご・注・意 ベ ビーカーを折りだたむ場合は必ずリクライエング角度をいちばん立てた位置に戻してください。

リクライニングをいちばん倒した角度にして、アームレ

ストカバーの左右を確認し、①白い 「突起」をひじかけ

内側前部の穴に差し込み、②後ろに水平にスライドさせ、

③後部の 「ホック」をはめてください。

取りはずし方は、リクライエングをいちばん倒した角度

にして、上記の逆の手順でおこなってください。

ホック

セーフティ
ガード

ご・注・意

アームレストカバーをは

ずしたまま、赤ちゃんを

ベビーカーに乗せること

は周険ですのでおやめく

ださい。

手元のグレーのハンドル切り替えレバーを①引き出し、

②引き上げてください。

(ハンドルロックが解除されハンドルの方向を替えること

ができます。)

ダ _一 _、
ハン
,郷

ハンドル方向

(対面)

ご・注・意
●「ハンドルの切り替えレバー」は、切り替えの時以外握ら

ないでください。誤操作の原因となります。
●ハンドル切換時に 「折りたたみレバー(ホワイト)」↓ヨよ、
さわらないでください。



固定位置
方向転換がスムーズに行えるよう車輛の向きが変わる機構を
キヤスターといいます。

キヤスターを固定して使用する場合には、ハンドルの方向は寸面 ・背面)によっ

て固定する位置がちがいます。固定する位置を間違えて使用しますと大変押し

づらくなります。下の説明をよくご理解の上、正しい位置でご使用ください。

〔キヤスターを使用する場合)
①ハンドルを押したい方向(背面か対面)に切り替えます。

② 4ヵ所のキャスターロックレバーの回ックを解除しま
‐
先

③ベビーカーをわずかに真横に動かした後、進行方向に前

進させ、ハンドル側 (足元)の左右 (0)の キャスター回

ックレバーだけを固定します。

(4ヵ所とも回ックを解除したままで使用しないでくだ

さい。)

①  対
面

〔キヤスターを使用しない場合)
①ハンドルを押したい方向(対面か背画)に切り替

えます。

②4ヵ所のキャスター回ックレバーの回ックを解

除します。

③ベビーカーをわずかに真横に動かした後、進行

方向に前進させ、 4ヵ 所 (0・0)と もキャス

ター回ックレバーを固定します。

●折りたたむ場合はハンドルを背面位置にして、

この操作を行なってください。

0こ ちら側で固定

②

0こ ちら側で固定

キャスター
ロックレノ`一

キャスター
ロックレノ`一

背画時

(折りたたみ時)

ベビーカーから離れるときは必ずブレーキをかけてくだ

さい。後車輪内側左右のストッパーを下に倒した後、ベ

ビーカーを前後に軽く動かしてブレーキが正しくかかっ

ているか確認してください。

〔ストッパー位置〕

ブレーキ解除

ブレーキされた状態



前輪のキャスターと後輪のスイングホイ
ールとを合わせ

て4WSシ ステムと呼びます。

背面時にはキャスターを、対面時にはスイングホイ
ール

を使用することにより、スムーズに押すことができます。
キャスター

→

対面時

スイング
ホイール

●ストッパー位置 後車輪内側左右の赤いストッパー

は、上段(スイングホイール使用)、

中段(スイングホイール固定)、下

段(ブレーキ)の3段階に切り替え

られます。ご使用状態に合つた正

しい位置でご使用ください。

ホ々イ．朗

●背画押しのとき

●ストッパーを中段位置にして

スイングホイールを固定しま

す。

〔キャスタ
ー
を回転させる場合)

キャスター回ックレパーを下にさ

げロックを解除します。

前車輪が回転して方向転換が楽に

なります。

●対画押しのとき

●キャスターの回ックを解除  進 行方向

してわずかに前進させると、

キャスター回ックレバーが前方になりま

抗 この位置で左右ロックしてください。

(対面時にはキャスター走行はできません。)

〔スイングホイールを使う易台〕
左右ストッパーを上段位置にしま名

右に回るときはハンドルを左に、

左に回るときはハンドルを右にイ頃

けると楽に回れます。

(スイングホイールを使わない場合〕
ストッパーを中段位置にします。

荒れた路面等ではスイングホイールを
  ↓

播紹据鑑襴蟹。暇

r
中段

的　
　
酷

句
風

景ほつ貿万憲暁離段塚宅行加←
ずかに前進させると、キヤスター

ロックレバーが前方になります。

この位置で左右ロック

してください。
~+(漏
瓦艦哲耐

ご・注 ・意 キ ャスタ
ー回ックの位置を間違えて使用しますと、大変押しづらくなります。ハンドルの方向 (背面

・

対面)に あった正しい位置でご使用ください。キャスタ
ーとスイングホイールは同時に使用しないでください。

ベビーカーから離れるときは必ずブレーキをかけてくだ

さい。

後車輪内側左右の赤いストッパ
ーを一番下に倒した後、

ベビーカーを前後に軽く動かしてブレ
ーキが正しくかか

っているか確認してください。

※ストッパーがブレーキ位置にあるときのみ、ブレーキ

確認窓に赤い突起物が見えます。

ブレー

ブレーキ確認窓



〔カゴのセッティング〕

図のように、買い物カゴ①部

を本体の⑤部にカチッと音が

するまで完全に差し込んでく

ださい。

①カゴ取り付けホルサ井

①カゴ取り付けスライド

(買い物カゴを使用しないとき)

カゴフックを本体背部のカゴ

フックホルダーにセットして

ください。

〔買い物カゴをはずすとき)
買い物カゴを開いた状態で

片手で本体をおさえながら、

カゴ枠の①部付近を左右交互

に後方へ強く引き抜いてくだ

さい。買い物カゴがはずせま

す。

〔フルリクライエング時の買しヽ物カゴの使い方〕

背もたれを倒して、フルリクライエングにしたときは、

買い物カゴの上部を開くことで、フルリクライエングの

状態のまま荷物の出し入れができます。

●買い物カゴを開くときはミ図のように本体をささえて

操作してください。①カゴ枠の中央部を手前に軽く引

きながら、②カゴ枠を下げてください。

●下げたカゴ枠を戻すときは、図の

ように両手でカゴ枠を持ち、規指

でカゴ枠を軽く押さえながら持ち

上げてください。

ご・注・意
●買い物カゴに角のとがった物を載せるとメッシュの

部分物 つけることがありますのでご'主意ください。

●カゴ枠に重量物を載せたり、無理に押し下げると変形することがありますのでご注意ください。

●買い物カゴには10kけまでの荷物を入れられますが、縦長の重量物を買い物カゴに載せる場合

は、横にねかせてご使用ください。

(4輪 キャスターのMG-539を対面位置で使用する場合は5k9以上の荷物を買い物カゴに入れ

るとキャスターが動きにくくなります。)

フルリクライエングの】大態

ここを中′じに
カゴ枠を上げる



〔組み立て万〕

①①のように幌の先端部、後部を持つてひろげてくださ

次に①①のように左右の幌レバー(ハジキ)の関節部を

指で押し固定してください。

(幌のたたみ方〕

②①のように左右の幌レバー(ハジキ)の関節部を下から指
で押し上げてから②⑤のように幌をたたみます。

(幌をはずす場合〕

③①のように幌のジョイント部分を図のように強く後ろに水

平に引き抜いてください。幌をはずすことができます。

ご・注・意
ベビーカーを折りたたむ時は必ず幌はたたんでください。

図のようにフルリクライエング】大態

にして、シートの左右3ヵ所ずつの

ホックをはずしてください。次にシ

ートを真上に引き抜くと、シートが

本体よりはずれます。

← ③①

③⑤

ホック

ご・注・意
シートを本体にセットする場合、ホックを確実にかけ

たかチェックしてください。

(MF-439の 場合〕
足のせを使わないときは図のようにシー トのホックをは

ずし、左右の足のせバーを①前方に引き出し、②内側に

折り込んでください。
」か②内側に折り込む
①前方に引き出す

(MC-539の 場合〕
足のせを使わないときは①のようにシートのホックをは

ずし、足のせ兼用スライド式小物入を座の下に押し込ん

でください。

ご・注・意

足のせを使用する場合は足のせパー及びスライド式小

物入がきちんとセットされているか確認してください。



シー トベル トの長さは、赤ちゃんの成長に合わせて調整 万一、股ベルトをはずした場合や、腰ベルトから差し込

みバックルをはずした場合は、図①⑥のように確実にセ

ットしてください。

できます。

腰ベル トは、右図の

ように本体背部のベ

ルト位置を変更で

きます。

∪ ― ∪

(

〔バックルのはずし万〕
図のように持ってプレスボタンを強く押し、バックルを

前に押し出すようにすると、簡単にはずすことができま

す。

⑤ 股ベルト

ご・注 ・意 丹受ベル トは、端末まで 5C吐 魁捺裕 を持

って、図①のようにセットしてください。

ご・溝1・意 赤 ちゃんは、 1才 前後から活発に動くようになります。赤ちゃんを適切にホ
ールドするためにベルトは、

大人の規指が入る程度のすき間を残し、しつかりと締めてください。

〔セーフティガードを取りはずす場合〕

①のように、アームレストの下側にある、ガー ドジョ

イントボタンを上に強く押し上げながら、②セーフテイ

ガードを前方に引き抜いてください。

座面のシー トをはずすと、ガー ドキャップ (ガード穴用

フタ)が あります。本体座面の裏から指でガードキャッ

プを押し上げてはずし、③ガー ド穴の中に押し込んでく

ださい。

②引き抜く

③ガードキャップを

ご・注・意

セーフティガードを取り付ける場合は、突起を下にして押し

こみ、確実にセットされたか、ひつぱってチェックけはださい。

① 腰ベルト

①ジョイントボタンを]全く才甲す

所J)イ寸ける



身長に合わせて、3段階にハンドルの高さを調整できます。

図のように左右のハンドルアジャスターを同時に指で持

ち上げ、押しやすい高さまで移動してください。

指を離すと自動的に回ックされます。

ご・注・意 ハンドルが確実にロックされたか、使

用する前にグリップ部分を上下に動かし、必ずチェ

ックしてください。

●座の下側に、足のせ兼用のスライ ド式小物入が付いています。小物入や、

〔お手入れ方法〕
●小物入が汚れたときは、図のように①小物入を引き出

し、②上に持ち上げるようにして引き抜いてください。

●取り出した小物入は、家庭用洗剤を使用して、スポン

ジ等柔らかな物で洗ってください。

●セットは、レールの位置を合わせて、押し込んでくだ

さい。

赤ちゃんの靴入等として、ご使用ください。

(取り付けるとき〕
●足のせを引き出し、シートのホックをセットしてください。

●図のように足カバーをシートの上に乗せて、内側左右

にあるベル トをセーフティガー ドの下側からまきつけ、

ホックで止めてください。

●左右のアームレストカパーのホックに止めてください。

(取り|よずすとき〕
●左右のアームレストカバーと足カバーのホックをはず

してください。

●内側左右にあるベル トのホックをはずしてください。

後部フラップ

ご・,主・,ま MG-539の 足カバーを付けたまま折りたたむときは、必ず足カバー後部フラップを前に折り返してから折りたたんでください。



回

２

回

四

回

０

リクライエング角度をいちばん立てた位置に、

してください。

買い物カゴを本体背面に戻してください。

ハンドルを背面位置にしてください。

日除け(幌)をたたんでください。(たたんだ日

除け(幌)をセーフテイガ
ー ド側に倒しておく

と、折りたたみやすくなります。)

キャスターを背面時の正しい位置でロックし

てください。

ベビーカーのうしろに立ち、白いレバーを指

で①押し込み、②引き上げながら、③下図の

矢印方向にハンドルを軽く持ち上げるように

動かすと自然に折りたためます。ハンドルが

動きはじめたら、レバーから指をはなしてく

ださい。

ご・注・意

MG-539は、折りたたむ前に、必ず買い物カゴを収納

してください。

□背面位置
日 たたむ

匠]ロック

↓

□立てる

匠]ロック

ぐ‐MG-539のみ

②引き上げる



〔このベビーカーはSC基準A型に適台した
一人乗り用です。〕

●使用してよい乳幼児の年令…生後2ヵ月以上満2才まで ● 連続使用時間
…2時間以内が望ましい。

●ご使用になる場合は、折りたたみ構造の上

め金具などがしっかりかかっているか (完

全に開いた状態であるか)を、ハンドルを上

下させて確認 してから

ご使用ください。

●使用中には必ずシー トベル

トを締めてください。また、

シートベル トを締めていて

も万一の立ち上りに対して

は十分ご注意ください。

●手し幼児や荷物を乗せた時には、特にストッパ
ーを過信し

ないようにご注意ください。(構造上、自動車のブレーキ

のような安全なものではありません。)

●路上に駐停車する時、乳幼児は絶対に置き去りにしない

でください。また空車であつても坂の途中、車道に近い

歩道など、危険な場所に放置しないでください。

●歩道等の段を上がる

時はハンドル方向を

対面ではなく背面に

してご使用ください。

●二人以上の乳幼児を同時に

乗せたり、シ
ー ト以外のと

ころに乗せないでください。

また乳幼児をベビーカ
ーの

中で立たせないでください。

●乳幼児を乗せている

時、買い物カゴ以外

のところに荷物を乗

せたり、つるしたり

しないでください。

●乳幼児を乗せたまま、

持ち上げないでくだ

さい。階段等で手を

滑らせると大変危険

です。

●お手元の操作レバーは操作後は必ずレバーから指を離し

てください。51き上げたまま走そ予しますと、 ロックされ

ず安定を失ないます。また、両方のレバーを同時には操

作しないでください

●古 くなって注油が必要と思われる場

合は、必ず潤滑油を少量お使いくだ

さい。食用油はほこりがつきやすく、

かえって機能を低下させます。キャ

スター言B分への注油はおやめくださ

い 。

●湿気をおびたまま放置しますと、力

ビがはえることがあります。乾いた

布でvS、いた後、乾かして湿気をとる

ように心がけましょう。

●シー トは、洗濯機で丸洗いできます。

水流調整を③にセットして、通常の

洗斉‖を使用してください。月克水した

後、形をととのえてから日陰で平干

ししてください。漂白斉‖は使用しな

いでください。

●日除け(幌)、ア
ームレストカバー、

足カバー等はブラシ洗いしてくださ

い。水洗いした後、乾いた布で水分

をしS、き取 り、陰千 ししてください。

●セーフテイガー ドや骨組みフレー

ムに汚れがついたときは洗斉‖また

はぬれた布でほこりや汚れを落し、

乾いた布で仕上げてください。

●車輪についた泥は、必ずvS、き取っ

てください。


